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平成 23 年度第２回 茨木市立保育所民営化検討委員会議事要旨 

 

１ 日 時   平成 23 年６月 28 日（火）午後３時 00 分～午後３時 33 分 

 

２ 場 所   茨木市役所 南館８階中会議室 

 

３ 出席委員（順不同） 

        津田副市長、河井こども育成部長、小西教育委員会管理部長、

久保人事課長、秋元財政課長、森岡保育課長、小西学童保育課

長、中井教育政策課参事、下薗政策企画課課長代理、澤田こど

も政策課課長代理、平林子育て支援課課長代理、 

 

４ 傍聴者   なし 

 

５ 案 件 

  茨木市立保育所民営化事業評価に関する報告書（案）について 

 

６ 発言要旨 

議  長： 茨木市立保育所民営化事業評価に関する報告書（案）について、事務

局より説明を願う。 

事務局： 全体の構成については、大きく３つの視点から事業評価を行っており     

一点目は、「より効果的・効率的な保育所運営と地域における子育て支

援等の推進」として、保育ニーズへの柔軟な対応、財政的効果、子ども・

子育て分野の充実、公立保育所の機能と役割の現状、私立保育園に対す

る支援の状況を示している。 

二点目は、「各種移管条件の履行状況」として、「茨木市立保育所民営

化移管先法人募集要領」と「茨木市立保育所民営化に伴う協定書」にお

いて規定している、移管先法人が遵守しなければならない移管条件があ

り、その整理を行い、移管条件の履行状況の確認を行っている。 

     三点目は、「公立保育所の民営化への円滑な移行」として、保護者や

移管先法人からのアンケートをはじめ、「三者協議会」や「引継保育」

における意見を踏まえ、民営化基本方針に示す「民営化の方法」におけ

る各項目についての評価を行っている。 

     そして、最後に、総合的な評価として、子ども・保護者の満足度や移

管先法人からの意見をまとめ、民営化事業の評価を総括している。 
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議 長： 今の説明について、意見があればお願いする。 

委 員： 全体にきめ細やかに実施したことの検証がされており、読みやすく分

かりやすい。財政的な見地からも効果額が分かりやすいと思う。Ｐ６に

ついて、厳しい中でも市としても積極的に取り組んだ結果で、民営化の

財政効果にも寄与していると思う。 

子ども・子育て分野の充実として、巻末資料のＰ28～31 に表がある

が、縦に２列とするより、横１列にした方が分かりやすい。また、事業

費総額についても、二段で表示されているところもあれば、そうでない

ところもある。見た感じ分かりにくいので、誰が見ても分かるような形

が良いと思う。 

アンケートについて、保護者・子どもの分については色々な工夫もさ

れていて良いという結果が出ているが、法人アンケートの結果では、公

立を引き継ぐことに対して、独自性を出したい、柔軟な対応をしたいと

しているので、そのあたりのことも記載してはどうか。 

議 長： 巻末の表は確かにそのとおりである。 

事務局で分かりやすく修正する。 

保護者アンケートの結果については、満足度の高い数字が出ており、

報告書（案）は、かなりコンパクトにまとめている。 

     節減効果額のところで人件費がかなりのウエートを占めているが、例

えば保育士を他の所にまわしても人件費の削減になっていないという

意見もあるが、他の関連ある事業に配置転換しており、それは効果額と

いう解釈でとらえている。退職しなければ効果が出ない、という訳では

ない。 

委 員： そのとおりだと思う。市として、子育て支援の関係の中で保育士とし

て、その職能をもって頑張っていただかないといけないところもあるの

で、これは効果額に入れるべきだと思う。 

巻末の表は、影をつけずあっさりしている方が見やすいと思う。 

議 長： 今回の評価は８か所の民営化の言及にとどめている。今後どうするの

かは、外部委員も入ってもらい議論していく予定である。庁内検討委員

会の最終のまとめをし、今後、外部委員に入ってもらい、まとめた意見

を議論し最終案にしたい。８月中旬には成案を得たい。 

     次に法人のアンケートについて、事務局から説明する。 

事務局： 法人アンケート結果報告書（案）の構成については、保護者アンケー

トと同様に、「調査の概要」と「法人アンケート調査結果」、そして、「法

人アンケートのまとめ」として、大きく三つの項目に分類し、まとめて

いる。〔法人アンケート結果報告書（案）に基づき説明〕 
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議 長： 前回、保護者アンケートについては事務局から説明しており、今回、

法人アンケートについて説明した。 

保護者及び法人アンケートについては、その結果をまとめたものであ

り、大きくぶれることはない。 

ご意見は、前回提示しているので無いと思うが、よろしいか。 

委 員： 前段の、法人アンケートの良いところ以外の部分がまとめのところに

あまり出てきてないという指摘について、報告書では、まとめの所以外

にもそれぞれの項目ごとに、保護者・法人の意見を載せている。まとめ

の所は、保護者と子どもがこれだけ満足していますよ、という関連にお

いて、法人でも工夫・努力をしている、そういう文脈で構築している。

できればこういう形で外部委員にもみていただければと思う。 

議 長： このアンケート結果も、最終報告書とあわせて公開していくことにな

る。こういう形で最終の庁内検討委員会の報告書、アンケートという形

でまとめるということで、よろしくお願いしたい。 

     事務局から連絡があれば、お願いしたい。 

事務局： 次回、外部委員との会議（第一回）を、７月１２日火曜日に南館１０

階の大会議室で１０時から予定している。改めて通知する。 

議 長： このメンバーに外部委員４人に入ってもらい、初回の委員会を合同で

開催する。去年６月に立ち上げて以来、各委員の協力に感謝する。 

次回からは、外部を入れた形となる。 

     では、これで委員会を閉会する。 


